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研究成果の概要（和文）：　精神科病院におけるリカバリー志向の実践に向けて，看護管理者のリカバリー志向
を高めるための教育プログラムを開発，実施し，評価した。
　プログラム前後でリカバリー志向に関する尺度であるRAQ-7，RKIの得点は上昇したものの，統計的有意差はみ
られなかった。プログラム評価の面接調査では，看護管理者からプログラムの構成，内容，資料の適正性が語ら
れた。また，リカバリー志向の実践に向けた意識や具体的な行動の変化が見られており，看護管理者のリカバリ
ー志向を高める有用性が示唆された。プログラムの中でSWOT分析を実施したことで，対象施設の特徴をふまえた
教育プログラムが作成でき，内容妥当性を高められた。

研究成果の概要（英文）：I developed and evaluated an educational program to increase the 
recovery-oriented attitudes of nursing managers toward recovery-oriented practice in psychiatric 
hospitals.
Scores on the RAQ-7 and RKI, which are measures of recovery-oriented attitudes, increased before and
 after the educational program, but no statistically significant difference. In the interview survey
 for evaluation of the educational program, nursing managers narrated about the program's structure,
 content, and appropriateness of materials.  Additionally, there were changes in awareness and 
specific behaviors toward recovery-oriented practices, suggesting the usefulness of educational 
programs to increase recovery-oriented attutudes. By incorporating SWOT analysis into the 
educational program, we were able to create an educational program that took into account the 
characteristics of the target hospital, increasing its content validity.

研究分野： 精神看護学

キーワード： リカバリー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
精神科病院におけるリカバリー志向の実践に向けて，看護管理者のリカバリー志向を高めるための教育プログラ
ムを開発，実施し，評価した。
　プログラム前後でリカバリー志向に関する尺度の得点は上昇したものの，統計的有意差はみられなかった。し
かし，プログラム評価の面接調査では，看護管理者からプログラムの構成，内容，資料の適正性が語られ，リカ
バリー志向の実践に向けた意識や具体的な行動の変化が見られており，看護管理者のリカバリー志向を高める有
用性が示唆された。また，今後，教育プログラムの有用性を高めるための課題が明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
精神保健医療において，当事者の人生の希望や目標を重視するリカバリーの概念を中心に据

えた支援を求められているが，日本ではその実現には至っていない。精神障害者のリカバリーを
促進することは急務の課題であり，精神科病院において医療従事者がリカバリー志向の姿勢や
態度を身につけることが求められている。看護管理者は組織の中核的な存在であり，看護実践に
影響を与えることができるため，看護管理者の態度がリカバリー志向の実践を強化する上で重
要な役割を果たす。そこで，精神科看護管理者のリカバリー志向を高める教育プログラムの開発
が必要である。 
 
２．研究の目的 
精神科病院におけるリカバリー志向の実践に向けて，看護管理者のリカバリー志向を高める

ための教育プログラムを開発，実施し，評価する。 
 
３．研究の方法 
精神科看護管理者を対象として 2 段階で研究を展開した。まず，教育プログラムを開発する

ための基礎的研究（研究 1）と教育プログラムの実施と評価のための研究（研究 2）である。 
研究 1 では，看護管理者のリカバリー志向と精神科病院のリカバリー志向の実践に影響を与

える要因を共分散構造分析と概念分析，半構造化面接調査より明らかにした。看護管理者のリカ
バリー志向を高めるためには，リカバリーに関する知識や経験が必要であり，リカバリー志向の
実践には，組織の文化や風土，構造が影響することが明らかになった。 
研究 2 では，研究 1 の結果と先行研究（香田ら，2013；田村ら，2023）をもとに教育プログ

ラムを開発，実施し，評価した（表 1）。教育プログラムへの参加の同意が得られた 1 精神科病
院の看護部長，師長，主任など看護管理者 9 名を対象に，観察期間を設けた対照群のない前後
比較による介入研究を行った。教育プログラムは，1 回 60 分程度，月 2 回，全 5 回の講義，
ディスカッション，講演会，事例検討で構成され，リカバリーに関する知識の習得やピアサポー
ターによるリカバリーストーリーを聞く体験を含む方法とした。また，組織の文化や風土が看護
管理者のリカバリー志向に影響することが明らかになったため，組織の特徴を知るために SWOT 
分析を行い，教育プログラムの内容に反映した。教育プログラムの評価として，リカバリー志向
性尺度（RAQ-7），リカバリー知識尺度（RKI）を用いた自記式質問紙調査を行い，プログラム実
施 3 か月前，実施直前，実施直後，実施 3 か月後の 4 時点の平均得点の推移と個々の総合得
点の変化の比較を行った。また，プログラム終了後に面接調査を実施し，Graneheim（2004）の
方法を用いて分析を行った。 
表 1 精神科看護管理者のリカバリー志向を高めるための教育プログラム内容と方法 



４．研究成果 
（1）教育プログラムを完遂できたのは 9 名中 7 名であった。対象者の平均年齢は 51.3（SD = 
9.2）歳，平均精神科臨床経験年数は 12.9（SD = 12.2）年，平均管理者経験年数は 4.3（SD = 
2.8）年であった。 
（2）看護管理者の RAQ-7，RKI は，教育プログラムの実施前後で得点は上昇したものの，統計的
有意差はみられなかった（表 2）。 
表２ 看護管理者の評価尺度得点の平均値の推移 

（3）教育プログラム後のリカバリー志向の変化について質的に分析した結果は，表 3 の通りで
あり，5コアカテゴリが抽出された。 
教育プログラムの実施前後で【プログラムに参加したことによる管理者自身の変化】と【プロ

グラムに参加したことによる看護部の変化】が語られていた。看護管理者は教育プログラムに参
加することで＜患者のリカバリーを信じられる体験＞をし，＜患者のリカバリーを支えたいと
いう思い＞を抱いていた。また，＜リカバリーを学ぶ必要性の気づき＞があり，＜研修の学びを
スタッフに伝えたいという思い＞を抱き，＜病棟にストレングスモデルの導入を検討＞するな
ど【プログラムの学びの看護への活用】を検討していた。一方で，学びを得たことで，＜スタッ
フへのリカバリーに関する教育の課題＞など，新たに【リカバリー志向の実践に向けた課題の気
づき】があった。全体としては，＜プログラムに参加したことによる満足感＞などの【プログラ
ム評価】がされていた。 
表３ 面接調査による教育プログラムの評価  

コアカテゴリ カテゴリ
リカバリーを学ぶ必要性の気づき
リカバリーを浸透させるための管理者への教育の重要性
これまでの看護を振り返る機会
患者のリカバリーを信じられる体験
患者のリカバリーを支えたいという思い
患者のリカバリーに向けた看護師のかかわりの重要性への気づき
管理者自身の課題の気づきと意識・行動の変化

リカバリーストーリーを聞いたことによる管理者の気づきを看護へ活用
リカバリーストーリーをスタッフ・患者・家族に聞いてほしいという管理者の思い
リカバリー志向の実践を活用していくことへの期待
研修の学びをスタッフに伝えたいという思い
リカバリーに向けた実践を組み込んだ次年度の病棟目標
病棟にストレングスモデルの導入を検討
リカバリー志向の実践に向けて他職種や外部の力を活用したいという思い
スタッフの経験と知識の不足
スタッフへのリカバリーに関する教育の課題
適当であったプログラム内容・資料・構成
プログラムに関する課題
プログラムの学びを看護に活用する困難さ
他病院でのリカバリーに向けた実践への興味
プログラムに参加したことによる満足感

リカバリー志向の実践に
向けた課題の気づき

臨床現場の視点から捉えた
プログラム

プログラムに参加したこと
による看護部の変化

管理者間の関係性の構築につながった交流の機会

プログラムの学びの看護へ
の活用

プログラムに参加したこと
による管理者自身の変化



（４）教育プログラムの評価において，面接調査では看護管理者から教育プログラムの構成，内
容，資料の適正性が語られた。SWOT 分析を実施したことで，対象施設の特徴をふまえた教育プ
ログラムが作成でき，内容妥当性を高められたと考える。教育プログラムの効果として，実施後
には RAQ-7，RKI ともに得点の上昇が見られたものの，統計的有意差は見られなかった。しかし，
患者のリカバリーを支えたいという思いが芽生えたり，リカバリーに向けた実践を組み込んだ
次年度の病棟目標を掲げるなど，リカバリー志向の実践に向けた意識や具体的な行動の変化が
見られており，看護管理者のリカバリー志向を高める有用性が示唆された。 
今後は，教育プログラムの有用性を高めるために，プログラム内容の精査や実施方法の検討が

必要である。 
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